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私の「失明」をともに泣いて苦しんでくれた教え子たちは、幼いながら神の心を知り、確固たる人生観を持っ
た。 失明の記念日がめぐり、開明の記念日が廻ってくるたびに、教え子たちは、少年の心に立ち戻り「開明坂」
に立ち、想い出の祝電や、長い手紙を寄せてくれる。私はその都度、青年の日に返り感謝を新たにする。

私は、生命の永遠を信ずるとともに、「教育の力の不滅」を信じている。私が学校で受けた教育は、小学校の
８ヶ年しかない。が、その中で教えを受けた恩師の精神が、私の心の中に今なお生きている。

私の心が教え子たちの心をかたちづくり、教え子たちの心を通じ、その孫におよぶ。人間の生命の不思議な
力が脈々と流れてきたように、教育の力もまた永遠に人々の心をつないで流れて行く。

「人間不在」という、人の世に珍しい言葉が生まれ、さらには「教師不在」と評される昨今、私は４０年にわたる
師弟の魂のふれあいを通し、今日なおその結びのほつれない教育の力を想うのである。

私は職を退いて自由の身になったら、曲折波瀾の我が人生を綴って書き潰したいと考えていた。ところが教え
子の一人、展望社の千葉忠介君から「私が出版業に手を染めた時から、先生の「失明物語」を私の手で世に送
りたいと考え続けてきました。ぜひまとめてみてくれませんか」と数年前から相談を受けていた。

私は、この激務の中では、とても満足にまとめられないから退職後のことにしょうと思っていたが、郷里の教
え子たちの希望や、励ましもあって、４０周年の開明記念にと、昨秋その意をかため、ペンをとりはじめた。その消
息が郷里の町の広報に「郷土に咲いた開眼物語」としてかかげられた。

６月２６日の「河北新報」が、「盲目の青年教師と教え子の物語」としてこれを取り上げ、その記事を発見した
「フジテレビ」が「小川宏ショー」の話題にしたいと相談にきた。７月３０日、東京フジテレビ・スタジオで、既に５０の
坂を越した郷里の教え子たちとともに、４０年の昔を偲んで、追憶の涙にむせんだ。私のこの「開明物語」は当時、
いろいろ新聞や雑誌で紹介されたが、東京社会教育映画研究所が郷里米川でロケーションを行ない、「黎明の
郷」と題して、全国で映写された。その映画は、いま映画界の巨匠、内田吐夢さんが、忙しい富士山麓のロケから
やっとスタジオに駆けつけてくれて、４０年ぶりの再会となり、教え子たちとともに感激に浸った。

この稿を草するにあたり、私は妻の手伝いを得ながら毎夜机に向かったが、追憶の涙にむせんで筆が進まず、
こみ上げてくる感情をおさえきれずに原稿紙をぬらすこと再々、深更におよぶ時が多かった。誰にでもそれぞれ
に尊い、苦い人生経験があるだろう。しかし私の不思議な人生の記録が、これを読む人々の胸になんらかの印
象を刻むところがあれば幸いに想う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　開明坂　　闇の中の手記　　首藤清喜著　」　より抜粋

　　歴史探訪シリーズ　　　開明坂
米 川 新 聞 ９

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米 川 地 域 振 興 会
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    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 Hospitality and  Smile 

K.M Y.N Y.O 

来年は、開眼９０周年です 

現在の開明坂 開眼６０周年記念式典（昭和60年米川にて）中央が首藤氏 
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打 安 点 本 　　米川地区ふるさとソフトボール大会結果
(左) 4 1 0 ② 決勝
(遊) 4 1 0 ① 一 二 三 四 五
(中) 3 3 1 3 0 4 2 1
(三) 4 3 4 ❷ 4 1 3 0 3X
(捕) 3 2 0 ①
(投) 3 1 1 ① 本
(左) 3 1 4 ❷
(右) 2 1 0
(二) 3 2 0

振 球 犠 二
0 3 0 29 15 10

打 安 点 本 時 １時間06分
(遊) 1 1 3 ❷
(左) 3 2 0
(捕) 2 0 0 ② 10 11
(三) 3 2 4 ❺
(中) 2 1 0 ① 3 11 20 4
(二) 3 0 0 ②
(右) 3 1 1 24 9 12 8 6 10 24 2
(一) 3 1 0
(投) 3 2 3 ❷

振 球 犠
0 4 0 23 10 11

　
地
域
の
親
睦

、
そ
し
て
帰

省
者
と
の
交
流
を
目
的
に

、

1
年
以
上
の
歴
史
あ
る

、
お

盆
恒
例
の
米
川
ふ
る
さ
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
主
催
＝

東
和
地
区
体
協
米
川
支
部
・

支
部
長
岩
淵
正
宏
氏

）
が

、

8
月
1
日

、
東
和
中
学
校
校

庭
で
行
わ
れ

、
８
チ
ー
ム
１

１
２
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
開
会
式
で
は

、
前
回
優
勝

の
米
川
８
区
佐
藤
英
雄
監
督

よ
り
優
勝
杯
が
返
還
さ
れ

、

続
い
て
佐
藤
亮
平
選
手

（
米

川
6
区

）
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
行
い
ま
し
た

。

　

優
勝

　

米
川
4
区

　
　
　

米
川
ふ
る
さ
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
当
日
は
朝
か
ら
気
温
が
ぐ

ん
ぐ
ん
上
昇
し

、
最
高
気
温

１
度
を
記
録

。
こ
ん
な
中

、

決
勝
は
米
川
4
区
対
８
区

。

ま
る
で
甲
子
園
の
よ
う
な
一

投
一
打
に
力
の
こ
も

っ
た
試

合
が
展
開
さ
れ

、
4
区
が
接

戦
を
制
し
ま
し
た

。

　
千
葉
幸
毅
サ
ヨ
ナ
ラ
一
発

　
佐
藤
英
雄
痛
恨
の
一
球

　
決
勝
は
序
盤
か
ら
本
塁
打

な
ど
で
点
の
取
り
合
い
と
な

り

、
8
区
は

、
７
対
８
で
迎

え
た
四
回
表
無
死
二

、
三
塁

で
及
川
孝
英
の
2
点
タ
イ
ム

リ
ー
二
塁
打
で
再
逆
転

。
3

連
投
で
疲
れ
が
見
え
る
千
葉

幸
を
攻
略

。
五
回
に
も
１

点

を
加
え
勝
利
が
近
づ
い
た

。

　
し
か
し
ド
ラ
マ
は
こ
こ
か

ら

。
一
対
８
で
迎
え
た
五
回

ウ
ラ

（
最
終
回

）
、
エ
ラ
ー

と
ヒ
ッ
ト
で
一
死
二

、
三
塁

で
打
者
千
葉
幸
が
2
球
目
の

甘
く
入

っ
た
チ

ェ
ン
ジ
ア
ッ

プ
を
左
中
間
の
場
外
ま
で
運

び

、
自
ら
の
バ
ッ
ト
で
試
合

を
決
め
た

。

　
8
区
の
エ
ー
ス
佐
藤
英
も

3
連
投

。
打
者
を
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
絶
妙
な
ベ
ロ
で
ほ
ん
ろ

う
し
決
勝
ま
で
進
ん
で
き
た

が

、
こ
の
一
球
に
泣
い
た

。

　
優
勝
し
た
米
川
4
区
に
は

主
催
者
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
と

副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

。

　
結
果
は
次
の
通
り

。

▽
優
　
勝
　
米
川
4
区

▽
準
優
勝
　
米
川
8
区

▽
第
3
位
　
米
川
　
区

　
　
〃
　
　
米
川
６
区

▽
最
優
秀
選
手

　
千
葉
幸
毅

（
米
川
4
区

）

▽
優
秀
選
手

　
佐
藤
達
也

（
米
川
8
区

）

　
　
　
　
　
　
大
会
を
観
戦
し
て

　
年
に
一
度
の
開
催
。
こ
の
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
お
り
、
特
に
若
者
の
参
加
が
多
い
こ
と
は
、
世

代
間
交
流
・
地
域
間
交
流
の
お
手
本
と
感
じ
た
大
会
で
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
会
に
参
加
す
る
た
め
、
当
日
一

番
の
新
幹
線
で
、
東
京
か
ら
来
町
し
た
選
手
が
い
た
と
か
。

「
参
加
し
た
若
者
が
こ
の
ま
ま
米
川
に
住
み
つ
い
て
く
れ
た

ら
」
と
、
想
像
し
な
が
ら
、
そ
う
願
い
な
が
ら
楽
し
く
観
戦

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
観
戦
者

米川８区
佐藤湧太
千葉直樹 チーム 計
佐藤雄平 米川８区 10
及川孝英 米川４区 11
佐藤真治
佐藤英雄 千葉隆２号③（佐藤）、菅原大慎５号③（佐

藤）、千葉幸毅２号③（佐藤）、及川孝英２号
②（千葉）佐藤達也２号④（千葉）

佐藤達也
佐藤涼太
小山和茂

千葉幸毅

菅原大慎、赤坂大地、首藤誠志、平興治、
千葉直樹、佐藤雄平２

米川４区
千葉　 隆
菊地圭佑 米川４区
畠山雅史
菅原大慎
赤坂大地
千葉　 聡
首藤誠志
平 　興治

10
区

５
区

６
区

３
区

８
区

１
区

２
区

４
区

平成25年度 

14 

34 

30 

10 

10 

優勝した米川４区の選手と応援団 最優秀選手の千葉選手 
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　　第53回米川地区市民運動会
　
　　月　日：　平成２５年９月22日（日）　雨天順延
　　    　　　  　延期日：9月29日（日）
　　場　所：　米川小学校校庭
　　主　催：　米川地域振興会

よねかわ情報コーナー（催し物・スポーツ）

 綱木之里大名行列
月　日：　平成25年9月15日
場　所：　つなぎ公園、米川市街地
主　催：　綱木之里大名行列保存会

10

11

年齢制限

ナイスバウンド

その名は大五郎

玉入れ競技

６０歳以上男女各１名、フリー６名

６０歳以上男女各２名、５０代・４０代・３０代・１０代男女各１名
　補助員１名（男女可）

年齢制限なし・男女各１５名

11

8

10

12

第５３回米川地区市民運動会　競技種目
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

人数

8

8

３０歳未満男女各２名、３０歳以上男女各２名

世代は移る

種　　目

ナイスキック

ゲートボール

愛のキューピットレース

障害物リレー

陣取り合戦

みんなでジャンプ

グラウンドゴルフ

マラソン

１０代～５０代男女各１名、６０歳以上男性１名
５０代女性は４５歳以上とする

５０代男女各２名、６０歳以上男女各２名

２０代～３０代・４０代・５０代・６０代・７０代の男女各１名
補助員１名（男女可）

３５歳以上男性４名（女性可）
補助員１名（男女可）

年齢制限なし、男性１１名（交代要員３名含む）

フリー８名

７０歳以上２名（男女可）、他 男女各４名

小学５年生以上（各区５名まで）

昼　食　時　間　　　　　◎東和地区体育協会表彰

8

13

30

11

11

5

綱木 
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18 水 ｶﾗｵｹ教室、子育て支援ｾﾝﾀｰ、剣道ｽﾎﾟ少
1 日 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室 19 木 俳句教室、あばせGG教室

米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室 20 金 絵手紙教室、米川1区子供育成会
ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、剣道ｽﾎﾟ少、福扇会 21 土

3 火 地域づくり見直し部会、出前講座(みそ) 22 日 ”第53回米川地区市民運動会”
ｶﾗｵｹ教室、泉趣会、登米市、剣道ｽﾎﾟ少 23 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
第1回手づくり文化祭実行委員会 24 火 ふれあいｻﾛﾝ（移動研修）、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室

5 木 あばせGG教室 25 水 泉趣会、剣道ｽﾎﾟ少
6 金 あばせﾖｶﾞ教室、米川1区子供育成会 26 木 あばせGG教室
7 土 剣道ｽﾎﾟ少 27 金 あばせﾖｶﾞ教室、米川1区子供育成会
8 日 28 土 剣道ｽﾎﾟ少
9 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少、福扇会 29 日 JP労組

ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、出前講座(みそ) 30 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少、福扇会
第3回市民運動会実行委員会

11 水 泉趣会 1 火
12 木 あばせGG教室 2 水 ｶﾗｵｹ教室、泉趣会

つるし飾り愛好会、JP労組 3 木 元気東和講座、あばせGG教室
絵手紙教室、米川1区子供育成会 4 金

14 土 米川若草会、登米市、剣道ｽﾎﾟ少 5 土
15 日 米川7区敬老会　　”綱木之里大名行列” 6 日
16 月 ｼﾆｱ体力づくり教室 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室
17 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、第２回手づくり文化祭実行委

 ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

計

114 175

72

１０区

７区

42 72

８区
９区 72

113 127
76

６区

３区

91
105

265
216

130135
111

79
153４区

５区 241121120
128

983 1,295

150

138
1,353

113

2,648

277
189

66

9月の予定

１区
123

米川の世帯数と人口

世帯数
352

平成２５年７月末現在

月

水

火

2

10

13

4

10月の予定

金

360185
281

行政区

99

329
178

２区
187
162

計（人）男

こ
の
ほ
ど
実
施
し
た

。
次
の

ス
テ
ッ
プ
で

、
お
試
し
里
山

遊
び
を
企
画
す
る
予
定

。

▽
祭
・
行
事
部
会

　
9
月
1
日
に
開
催
さ
れ
る

「
綱
木
之
里
大
名
行
列

」
を

盛
り
上
げ
る
た
め

、
同
保
存

会
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得

て

「
大
名
行
列
参
加
体
験
イ

ベ
ン
ト

」
と
し
て
計
画
中

。

現
在
米
川
地
域
振
興
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
者
を
募
集

中

。
こ
の
企
画

、
体
験
・
交

流
や
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
も
兼

ね
て
お
り

、
参
加
体
験
者
全

員
に
米
川
の
新
米
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

（
後
日
発
送

）
予
定

。

165
167

女

その１
　
過
疎
集
落
等
自
立

　
再
生
緊
急
対
策
事
業

▽
ブ
ラ
ン
ド
部
会

　
こ
れ
ま
で
会
合
４
回

。
な

か
な
か
具
体
的
方
策
ま
で
漕

ぎ
着
け
な
か

っ
た
が

、
こ
の

ほ
ど

「
舞
茸
ご
飯
の
素

」
の

試
作
を
決
定

。
試
作
方
法
や

味
付
け
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の
た

め
専
門
講
師
を
招
く
予
定

。

▽
交
流
・
体
験
部
会

　
経
験
者
が
い
な
い
こ
と
か

ら

、
部
会
員
の
知
識
習
得
を

目
的
に

、
専
門
講
師
を
招
い

て

「
里
山
遊
び
勉
強
会

」
を

その２
　
地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
事
業

　
米
川
の
自
然
と
田
舎
暮
ら

し
を
満
喫
し
な
が
ら

、
地
域

の
特
色
を
取
材
し

、
米
川
地

域
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
米
川
の
素
晴
ら
し
さ

」
を

全
世
界
に
情
報
発
信
中

。

　

「
家
の
前
で
食
べ
物
が
採

れ
る
豊
か
さ

」
。
米
川
の
人

は
当
た
り
前
の
こ
と
が

、
都

会
の
方
に
は

「
豊
か
さ

」
と

感
じ
る
よ
う
で
す

。
ま
た

、

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

呼
び
掛
け
な
ど

、
本
格
的
な

活
動
を
開
始
し
ま
し
た

。

　
外
部
よ
り
地
域
づ
く
り
の

専
門
講
師
を
招
き

、
こ
れ
ま

で
2
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催

。
数
あ
る
方
策
に
つ

い
て

、
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に

継
続
か
中
止
か

、
ま
た
新
た

に
取
り
組
む
項
目
は
何
か
な

ど

、
現
状
を
し

っ
か
り
検
証

中

。
ま
た

、
時
間
的
制
約
か

ら

、
部
会
員
に
は
宿
題
も
出

し
て
進
め
て
い
る
状
況

。

　
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
社

会
の
構
図
に
合
致
し
た
方
策

で
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

。

その３
　
地
域
づ
く
り
計
画

　
　
見
直
し
事
業

 

補
助
金
事
業
　
進
捗
報
告

（
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

）
　
米
川
地
域
振
興
会

7 月

           編集後記   
 いよいよ秋です。秋と言えば食欲の秋。  
 「米川の新米」「米川の舞茸」と、里山の豊か
さを感じる季節です。米川地域振興会では、
地域おこし事業の一環で、全国の方々に「米
川の旬」をお届けする準備を行っております。 
 「米川米」ファンの皆さん、もうひと月ほどお
待ち下さい。八十八の手を掛けた「おいしい
米川米」をお届けできます。どうぞお楽しみに。 
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米川地域振興会ホームページ 

【宮城米川・里山だより】 

ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 


